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どのような食品
しょくひん

を使
つか

って、どの

ような給食
きゅうしょく

にするか、考
かんが

えて、

計画
けいかく

を立
た

て、使
つか

う食
た

べ物
もの

を買
か

っ

たり、決
き

まった金額
きんがく

でできる

か、計算
けいさん

します。給食
きゅうしょく

を作
つく

って

いる時
とき

の衛生管理
えいせいかんり

のチェックも

します。

栄養士
えいよ う し

の先生
せんせい

が立
た

てた計画
けいかく

どお

りに、安全
あんぜん

で美味
お い

しい給食
きゅうしょく

を

作
つく

っています。狛江第一小学校
こまえだいいちしょうがっこう

は、朝
あさ

６時
じ

30分
ふん

から使
つか

う食品
しょくひん

が到着
とうちゃく

し、調理作業
ちょうりさぎょう

が始
はじ

まりま

す。

給食
きゅうしょく

調理員
ち ょ う り い ん

　学校給食
がっこうきゅうしょく

の献立
こんだて

は、文部科学省
もんぶかがくしょう

が定
さだ

める「学校給食
がっこうきゅうしょく

摂取基準
せっしゅきじゅん

」に基
もと

づき、栄養士
えいよ う し

が作成
さくせい

しています。１日
にち

に必要
ひつよう

な栄養量
えいようりょう

の１/３程度
て い ど

を基本
き ほ ん

に、不足
ふ そ く

しがちな

カルシウムやビタミン類
るい

は多
おお

めにとれるよう考慮
こうりょ

し、

食材
しょくざい

や調理方法
ちょうりほうほう

を工夫
く ふ う

して提供
ていきょう

します。残
のこ

さず食
た

べる

ことで、必要
ひつよう

な栄養
えいよう

をしっかりとることができますの

で、食
た

べられる人
ひと

は、盛
も

り付
つ

けられた量
りょう

を食
た

べきるよ

う心
こころ

がけましょう。苦手
にがて

な食
た

べ物
もの

があったり、食
た

べら

れる量
りょう

が少
すく

なかったり、給食
きゅうしょく

を食
た

べることに不安
ふあん

を感
かん

じている人
ひと

は無理
む り

をしなくて大丈夫
だいじょうぶ

です。成長
せいちょう

するに

つれて、だんだんと食
た

べられるようになりますので、

少
すこ

しずつ慣
な

れていきましょう。

　新学期
しんがっき

が始
はじ

まって約
やく

1ヶ月
かげつ

たちました。新
あた

しい環境
かんきょう

にも慣
な

れてきたところだと思
おも

います。５月
がつ

は、環境
かんきょう

の変化
へんか

とゴール

デンウィーク明
あ

けの緊張感
きんちょうかん

の緩
ゆる

みで、心
こころ

や体
からだ

に疲
つか

れが出
で

てくる時期
じき

です。毎日
まいにち

を元気
げんき

に過
す

ごせるように、食事
しょくじ

・睡眠
すいみん

・

運動
うんどう

の３つを意識
いしき

してみましょう。

給食
き ゅ う し ょ く

は誰
だ れ

がつくっているの？

栄養士
え い よ う し

給食だより

適切な栄養

の摂取による健

康の保持増進

明る い社会性

と協同の精神を養

う

自然の恩恵への

理解を深め、生命、

自然を尊重する精神

や環境の保全に寄与

する態度を養う

食生活が多くの

人々の勤労に支えら

れていることを理解

し、感謝する

食料の生産、
流通及び消費につ
いて、正しく理解
する

伝統的な食文

化を理解する

食事について正

しい理解をふかめ、

健全な食生活を育む

判断力や望ましい食

習慣を養う

朝・昼・夕の３食
を決まった時間に
食べましょう。

早寝・早起きを
心がけましょう。

日中は元気に体を
動かしましょう。

主食・主菜・副菜をそろえると、栄
養のバランスが整いやすくなります。

朝起きたら日光を浴びる習慣をつけ
ると、生活リズムが整い、１日を気
持ちよくスタートできます。

適度な運動は、食事をおいしく感じ
たり、質のよい睡眠につながったり
と、いいことがたくさんあります。


